
平成 盟 年度 学内研究助成金 研究報告書

研 究 種 目

□奨励研 究助成金 □研究成果刊行助成金

□21世 紀研究開発奨励金

(共同研究助成金)

"

璽21世 紀教育開発奨励金

(教育推進研究助成金)

研 究 課 題 名 マルチメディア教材によるeラ ーニングカリキュラム構築と改善システムの開発

研究者所属 ・氏名 研究代表者:産 業理工学部 建築 ・デザイン学科 准教授 楠林 拓

1.研 究 目的 ・内容
曹マルチメディア教材 で構成 されたeラ ーニングカリーキュラムを構築 し、それ を継続的に改善す るシ

ステムを開発する。建築 ・デザイン系における種々の専門領域 に対応す るマルチメディア教材で構成

され るカ リキュラムを構築 し、継続的に改善 してい くシステムの環境整備を行 う。

2.研 究経過及び成果

申請の通 り、コンテ ンツ作成 にはAdobe社Captivateを 採用 しシステム構築 を行った。教習対象 と

なるソフ トを操作 し、Flashム ー ビーのマルチメデ ィアコンテ ンツとして学内に設置 したConnectPro

サーバー に直接保存 し、学習者は学内か らカ リキュラム として構成 された複数 のムー ビーにアクセス

できる構成 とした。教習対象 として三次元CADソ フ トライ ノセラスとレンダ リングソフ トについて、

音声付きのソフ ト操作 と概念説明のムー ビーを収録 した。 カ リキュラムの下にコやス、 コースの下に

各 ムー ビー を配置 した。難易度 と教習内容別 に、導入、基本、発展、 レンダ リングの各 コースを設定

した。

主 に導入 コースの内容を変 えたバージ ョン1と2の2っ のバージ ョンを作成 した。バージ ョン1で

は、極力短い講習時間に抑 えることを目標 に、学習用のモデルの作成方法、既習CADソ フ トと重複

した基本 図形の作成、 レイヤーやスナ ップの概念 と操作 について省略 して説明を行った。バー ジ ョン

2で は、バージ ョン1で 省略 した内容を丁寧に説明 した。バー ジョン1と2の ムー ビーの数 とムー ビ
ーの時間の合計はそれぞれ 、38本 、3時 間半 と46本 、4時 間半であった。

評価実験には、参加者に2台 のパ ソコンを準備 した。一っ は作成 した学習 ユンテンツ閲覧用、もう
一方 はライ ノセ ラス操作用 とした

。評価開始時 にカ リキュラムガイ ドを配布 して概要 の説明を行い、

それ以降説明は加 えず、参加者 の学習状況を観察 した。開始か ら90分 後記名式アンケー トを行 って終

了 した。

全体 として、操作画面を直接記憶 して再生できるムー ビーは学習 に有効であること、ムー ビーには

適切 な音声 の解説を付与す ると効果的であるこ とがわかった。2つ のバージ ョンの評価比較か らは、

重複 した内容でも割愛せず に復習 の意味で盛 り込んだ方 が良い ことがわかった。

準備 ・実施期 間が短 く、当初 の目標であったカ リキュラムを継続的に改善す るシステ ム構築までに

は到 らなかったが、研 究を行 う上で必要 となるコンテ ンツ作成においての知見を得 ることができた。

研 究補助一金 によって、学科内に簡易 に学習教材 が作成 ・配布で きるシステムが談置できた ことは今後

の教育環境整備 の面で大きな意義がある。今回の取 り組みで最大の収穫 は 「学生は学習意欲を持って

お り、魅力 ある学習 コンテンツを求めている。」と確信 をもって言えることである。教育システム構築

の一歩 として、よ り良い教育 コンテンツを作成す るためのノウハ ウと、動画教材 の有効性 とその作成

上の留意事項が確認できた。
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3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

今 回は、プ ロダク トデ ザイ ンとい う狭 い分野 を対象 に した講習 内容 だったが、学科 の基礎 ・専門

教 育で教 えてい る設計や画像処理 ソフ トにっいて もコンテ ンツを準備 し、学生の予習 ・復 習 に活

用 す るな ど、運 用可能 な分野 は多い。 次年度に向けて学生を巻 き込んだかたちでの活用 を行 い、 コ

ンテ ンツを充実 させて有効な教材作成に役立てるとともに、教材作成 のノウハ ウも蓄積 してい くこと

が、有効 な資産 を活か してい くためにも重要である。大学の教育力が問われ る中、近畿大学の学内研

究助成金 として開始 したこの取 り組みが単年度で終わることな く、継続 して学科、学部、学園全体の

FDへ とつながっていくことを願 わずにはい られない。
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